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Contribution

寄
稿
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
交
通
安
全
対
策

映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

活
用
し
た
人
間
工
学
的
交
通
安
全
対
策

神
奈
川
大
学 

工
学
研
究
所 

客
員
教
授

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
協
議
会 

顧
問

堀
野 

定
雄

1
3
0
万
人
（
W
H
O
統
計
）
と
桁
が
違
う
。

航
空
機
は
8
2
0
0
年
間
毎
日
乗
り
続
け

て
も
事
故
に
遭
う
か
遭
わ
な
い
か
で
確
率

は
極
め
て
低
い
。
そ
れ
で
も
、
或
い
は
だ

か
ら
か
、
事
故
が
起
き
る
と
関
係
者
は
フ

ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
を
必
死
に
捜
す
。
一

方
、
交
通
事
故
で
は
、
警
察
官
が
実
況
見

分
調
書
作
成
の
た
め
事
故
現
場
で
距
離
を

測
定
す
る
程
度
だ
。
事
故
過
程
の
科
学
的

記
録
は
皆
無
で
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
。

こ
の
落
差
が
長
年
気
掛
か
り
だ
っ
た
筆

者
は
、
11
年
、
当
時
の
運
輸
省
の
運
輸
技

術
審
議
会
で
、
交
通
事
故
の
原
因
分
析
と

再
発
防
止
の
た
め
に
、
フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー

ダ
ー
を
参
考
に
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
開
発
を
提
案
、
採
択
さ
れ
た
。

国
は
8
年
か
け
て
技
術
開
発
、
効
果
判
定
、

普
及
・
活
用
を
検
討
。
16
年
に
ま
ず
タ
ク

シ
ー
用
を
公
開
。
20
年
に
実
用
化
し
、
タ

ク
シ
ー
業
界
か
ら
急
速
に
普
及
。
順
次
、

路
線
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
広
が
っ
た
。

近
年
、
京
都
祇
園
暴
走
事
故
、
ロ
シ
ア

隕
石
、
台
湾
旅
客
機
墜
落
な
ど
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
衝
撃
映
像
が
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
、
マ
イ
カ
ー
へ
の
普
及
を
刺
激
し
、

社
会
的
関
心
が
広
が
っ
て
い
る
。
自
治
体

公
用
車
に
も
25
年
頃
か
ら
導
入
が
進
み

（
非
公
式
統
計
普
及
率
1
・
5
％
）、
今
後

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
公
務
職
場
の
新

し
い
交
通
安
全
対
策
は
、
職
員
の
安
心
安

全
確
保
の
他
に
、
公
用
車
事
故
時
の
原
因

究
明
迅
速
化
や
社
会
コ
ス
ト
削
減
の
意
味

で
も
重
要
で
あ
る
。
筆
者
中
心
に
22
年
に

設
立
し
た
民
間
組
織
「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
協
議
会
」の
推
計
（
26
年
）で
は
、
日

本
で
既
に
5
0
0
万
台
が
普
及
し
て
い
る
。

2
　
映
像
記
録
型

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用

人
間
工
学
4
M
視
点
で
事
故
・
ニ
ア
ミ
ス
分
析

交
通
事
故
防
止
に
は
、
交
通
環
境
と
そ

れ
を
含
め
た
運
転
・
進
入
条
件
を
広
く
視

野
に
入
れ
た
包
括
的
シ
ス
テ
ム
対
策
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
対
策
の

必
要
性
は
、
国
際
的
に
も
国
内
で
も
益
々

重
視
さ
れ
て
い
る
。
遺
憾
な
が
ら
、
交
通

事
故
原
因
は
運
転
者
の
不
注
意
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
）
だ
と
す
る
考
え
は
、
交
通
シ
ス

テ
ム
関
係
者
の
一
部
に
未
だ
根
強
い
。
し
か

し
長
年
の
人
間
工
学
研
究
で
、
真
因
は

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
背
後
に
潜
ん
で
い
る

こ
と
が
判
っ
て
き
た
。
人
間
工
学
の
成
果
を

組
み
入
れ
た
科
学
的
事
故
防
止
で
は
、
交

通
、
産
業
、
医
療
、
原
発
、
日
常
生
活
な
ど
、

お
よ
そ
人
間
が
使
い
関
与
す
る
道
具
・
機

械
や
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
際
、
そ
の
構

成
4
要
因
、M

an

（
人
間
）、M

achine

（
機

械
）、Media

（
環
境
）、Managem

ent

（
管

理
）の
相
互
関
係
を
人
間
中
心
に
等
距
離
で

配
置
・
設
計
す
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
は
目
的
に

整
合
し
た
効
用
を
発
揮
し
、
事
故
も
未
然

防
止
で
き
る
こ
と
が
国
内
外
で
裏
付
け
ら

れ
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
発
想
を
日
本
が

1
　
国
、
貸
切
り
バ
ス
に
映
像
記
録
型

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
義
務
付
け

軽
井
沢
バ
ス
事
故
を
き
っ
か
け
に

依
然
多
発
す
る
交
通
事
故
防
止
に
、
映

像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
効
果

が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年

3
月
7
日
、
国
土
交
通
省
は
、
貸
切
り
バ

ス
に
対
し
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
装
着
を
義
務
付
け
る
世
界
初
の
決
定

を
し
た
。
新
年
早
々
の
1
月
15
日
未
明
、

乗
客
39
人
を
乗
せ
長
野
県
の
斑
尾
高
原
ス

キ
ー
場
に
向
か
っ
て
い
た
大
型
バ
ス
が
、

軽
井
沢
町
の
国
道
18
号
碓
井
バ
イ
パ
ス
左

カ
ー
ブ
下
り
坂
を
走
行
中
、
約
1
0
0
キ

ロ
の
高
速
で
対
向
車
線
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

衝
突
、
5
メ
ー
ト
ル
下
の
斜
面
に
転
落
し

横
転
。
交
代
要
員
を
含
む
運
転
者
2
人
と

大
学
生
13
人
の
計
15
人
が
死
亡
し
た
事
故

を
受
け
て
、
で
あ
る
。
国
交
省
は
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
性
能
基
準
や
事
業
者
レ

ベ
ル
の
記
録
活
用
、
指
導
監
督
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
検
討
を
開
始
し
、
具
体
化
に
入
っ
た
。

本
件
は
、
24
年
4
月
に
関
越
自
動
車
道

に
お
い
て
、
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
が
運
転
者

の
居
眠
り
が
原
因
で
遮
音
壁
に
串
刺
し
状

態
で
激
突
し
、
乗
客
7
人
が
死
亡
し
た
事

故
以
来
の
大
惨
事
で
あ
る
＊1
。
行
政
は
当

時
、
抜
本
的
制
度
改
革
や
多
く
の
再
発
防

止
策
を
講
じ
た
。
し
か
し
4
年
で
大
事
故

が
2
回
発
生
し
、
機
能
し
な
か
っ
た
衝
撃

は
大
き
く
、
犠
牲
者
が
増
え
た
後
の
重
い

決
断
に
胸
が
痛
む
。

フ
ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
を
モ
デ
ル
に
開
発
、

急
速
に
普
及

国
内
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及

は
、
特
に
事
故
の
事
前
リ
ス
ク
解
明
に
役

立
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

き
く
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
航
空
機
事
故
の

死
者
数
は
世
界
で
年
間
1
0
0
0
人
以
下

で
あ
り
、
自
動
車
交
通
事
故
死
者
数
の

特集1

2
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国
際
提
案
し
、I
S
O 

1
1
0
6
4−

1「
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
人
間
工
学
的
設

計
：
第
1
部
設
計
原
理
」（
12
年
）に
結
実
。

翌
年
J
I
S
規
格
も
制
定
し
た
。
こ
の
国

内
外
共
通
の
設
計
規
格
は
、
当
然
に
交
通

環
境
と
交
通
関
連
事
業
運
営
を
含
む
包
括

的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
そ
の
ま
ま

当
て
は
ま
る
。

し
た
が
っ
て
、
交
通
事
故
を
含
め
て
、

事
故
は
シ
ス
テ
ム
の
破
綻
と
解
釈
し
、
原

因
究
明
は
設
計
過
程
の
逆
、
つ
ま
り
ど
の

要
因
間
の
関
係
が
切
れ
た
か
を
辿
る
。
そ

の
結
果
、
人
間
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を

誘
発
し
た
背
後
の
4
要
因
の
相
対
的
関
与

度
合
い
を
割
り
出
す
。
事
故
分
析
で
は
こ

の
複
合
4
M
視
点
が
不
可
欠
で
、
事
故
過

程
が
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
、
こ
の
分

析
は
円
滑
に
進
む
＊1
。

軽
井
沢
バ
ス
事
故
か
ら
約
2
か
月
が
過

ぎ
た
が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
未
装

着
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
真
因
は
未
解
明
で
、

犠
牲
者
や
遺
族
の
想
い
を
察
す
る
と
、
包

括
的
な
シ
ス
テ
ム
要
因
対
策
を
と
る
事
故

防
止
体
制
が
急
務
で
あ
る
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
浮
彫

り
に
す
る
た
め
本
件
バ
ス
事
故
を
筆
者
推

論
で
分
析
し
た
。
①
②
の
事
後
的
検
証
は

困
難
で
、
そ
の
場
の
動
的
記
録
デ
ー
タ
が

い
る
。
③
の
構
造
側
面
は
事
後
検
証
で
き

る
が
、
信
号
の
色
や
交
通
状
況
は
動
的
記

録
が
必
要
、
④
は
事
後
的
検
証
が
で
き
る
。

①M
an

：
運
転
行
動
と
健
康
の
詳
細
。
2

台
の
道
路
監
視
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
運
転
姿

勢
は
正
常
で
居
眠
り
な
ど
健
康
起
因
は
な

い
模
様
。

②M
achine

：
車
両
の
稼
働
状
況
。
事
故

直
前
下
り
坂
で
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
意

図
し
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
ギ

ア
ダ
ウ
ン
し
た
が
、
技
術
的
に
エ
ン
ジ
ン

回
転
数
が
合
わ
な
い
と
ダ
ウ
ン
シ
フ
ト
は

無
効
ら
し
く
中
立
の
ま
ま
加
速
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
事
故
調
の
検
証
報
告
を
待
つ
。

③M
edia

：
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
や

交
通
状
況
。
バ
ス
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
衝

突
し
た
が
、
全
く
ガ
ー
ド
さ
れ
ず
路
外
に

飛
び
出
し
た
。
素
材
強
度
、
設
置
諸
元
に

問
題
は
な
い
か
、
検
証
報
告
を
待
つ
。

④M
anagem

ent

：
事
業
者
の
法
令
遵
守

な
ど
安
全
管
理
実
態
。
国
の
強
制
監
査
で

バ
ス
事
業
者
は
始
業
点
呼
未
実
施
、
運
転

者
健
康
診
断
未
受
診
、
届
出
と
異
な
る
下

限
割
れ
運
賃
運
行
や
過
労
運
転
な
ど
33
項

目
の
法
令
違
反
が
判
明
。
国
は
事
業
許
可

を
取
り
消
し
た
。
安
全
よ
り
営
業
優
先
の

経
営
姿
勢
は
社
会
正
義
に
反
す
る
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
調
達
か
ら
事

故
抑
制
ま
で
ど
の
様
に
活
用
す
る
の
か
、

実
務
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
単
に
事

故
発
生
時
の
危
険
状
況
の
説
明
用
に
、
い

わ
ば
ア
リ
バ
イ
的
に
装
着
し
て
も
効
果
は

な
い
。
収
集
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
分
析
、

効
果
的
に
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

計
画
的
な
取
り
組
み
が
大
切
だ
。
実
践
上

重
要
な
の
は
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
ス
パ

イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を
日
常
化
す
る
仕
組
み
づ

く
り
で
あ
る
（
図
2
）
＊2
。
国
交
省
も
「
平

成
20
年
度
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
活
用
モ
デ
ル
事
業
調
査
報
告
書
：
映
像

記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
活
用
手
順
書
」

で
最
も
強
調
す
る
点
だ
。

さ
ら
に
装
着
に
際
し
、
科
学
的
な
包
括

的
事
故
防
止
策
に
基
づ
く
安
全
哲
学
が
効

果
的
実
践
を
支
え
る
。
旅
客
や
貨
物
輸
送

を
任
と
す
る
運
輸
事
業
者
、
犯
罪
捜
査
・

消
防
救
命
・
そ
の
他
公
務
で
車
を
使
う
自

治
体
、
通
勤
・
商
用
・
観
光
な
ど
に
供
す

る
個
人
に
と
っ
て
、
安
全
運
転
は
日
常
の

必
須
課
題
で
あ
る
。
安
全
運
転
に
自
信
が

あ
る
運
転
者
ほ
ど
率
先
し
て
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
導
入
し
、
自
ら
立
証
に
努
め

る
。
組
織
的
運
用
で
最
も
配
慮
す
べ
き
点

は
、
④M

anagem
ent

面
で
、
管
理
者
が

こ
の
車
載
装
置
を
運
転
者
の
看
守
り
役
、

運
転
者
の
味
方
と
し
て
位
置
付
け
る
と
長

続
き
す
る
。
逆
に
運
転
者
の
監
視
役
に
使

う
と
、
末
端
現
場
で
意
識
の
有
無
に
関
係

な
く
隙
間
を
狙
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
反
応
が

必
ず
起
こ
る
。
そ
の
典
型
例
が
、
17
年
の

J
R
西
日
本
福
知
山
線
脱
線
大
惨
事
で
あ

る
。
直
接
の
原
因
は
運
転
士
の
速
度
超
過

だ
が
、
科
学
的
調
査
の
結
果
、
源
流
は
会

社
が
事
故
防
止
シ
ス
テ
ム
確
立
へ
の
交
通

事
業
管
理
責
任
を
果
た
さ
ず
、
単
に
個
人

要
因
に
責
任
転
嫁
す
る
懲
罰
的
な
日
勤
教

育
制
度
（M

anagem
ent

要
因
）
に
あ
っ

た
事
が
判
明
し
た
。
貴
重
な
教
訓
で
あ
る
。

3
　
事
例
か
ら
学
ぶ

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用
法

映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

車
に
装
着
し
、
い
か
に
活
用
す
る
か
、
そ

の
効
用
は
何
か
、3
事
例
を
通
し
て
学
ぼ
う
。

効
用

機械
ハード
ソフト

環境

人間

運用
・
管理

目
的

図１　人間中心設計コンセプト

ＡＣＴ（改善）
◆安全管理体制の継続
的改善

◆教育方法やデータ活
用方法改善

ＰＬＡＮ（計画）
◆安全方針策定
◆事故・ヒヤリハット
削減目標設定

ＣＨＥＣＫ（監視）
◆事故・ヒヤリハット
件数の減少。目標達
成確認

ＤＯ（実施）
◆ドライブレコーダー
導入

◆事故・ヒヤリハット
データ収集、要因の
分析

◆教育・訓練の実施

図 2　PDCAサイクルと
　　　ドライブレコーダーの継続的活用
映像記録型ドライブレコーダ活用手順書
「ドライブレコーダによる事故防止マニュア
ル」（国土交通省自動車交通局　21年）

3

ＩＳＯ11064ｰ1：2000、JISZ8503：2001
「コントロールセンターの人間工学的設計：

第１部設計原理」
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ほ
と
ん
ど
無
傷
で
自
力
で
立
ち
上
が
る
。

「
生
活
道
路
無
信
号
交
差
点
4
秒
前
減
速

15
キ
ロ
通
過
」
の
た
め
の
交
差
点
環
境
整

備
責
任
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
交
通
従
事

者
の
安
全
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
筆
者
は
機
会
あ

る
毎
に
学
内
外
で
広
報
し
て
い
る
。

●�

狭
い
道
路
で
自
転
車
と
正
面
衝
突
ニ
ア
ミ
ス

タ
ク
シ
ー
が
狭
い
一
方
通
行
の
緩
い
上

り
坂
を
走
行
。
前
方
の
無
信
号
交
差
点
左

死
角
か
ら
自
転
車
が
減
速
せ
ず
右
折
。
右

腕
に
子
ど
も
、
片
手
ハ
ン
ド
ル
で
（
図
9

①
）、
タ
ク
シ
ー
横
を
す
り
抜
け
よ
う
と
し

た
。
が
、「
狭
い
！
」
と
思
っ
た
か
、
突
然

両
手
で
急
制
動
（
図
9
②
）、
正
面
衝
突
直

前
、
前
輪
ロ
ッ
ク
で
自
転
車
・
子
ど
も
も

ろ
と
も
宙
返
り
転
倒
！
（
図
9
③
）。
ボ
ン

ネ
ッ
ト
の
死
角
で
子
ど
も
の
安
否
は
不
明
。

タ
ク
シ
ー
と
接
触
は
な
く
、
自
転
車
自
損

事
故
な
の
で
運
転
者
に
報
告
義
務
は
な
い
。

こ
の
映
像
は
運
転
者
の
職
場
で
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
社
内
教
育
、

す
な
わ
ち
危
険
場
面
を
想
定
し
、
徐
行
運

転
で
衝
突
回
避
す
る
教
育
の
有
効
性
を
明

示
し
た
。
と
り
わ
け
、交
差
路
の
環
境
整
備
、

路
面
へ
の
工
夫
や
道
路
標
識
整
備
を
含
む

管
理
責
任
、
そ
れ
ら
に
よ
る
交
差
路
進
入

シ
ス
テ
ム
の
緊
急
性
を
見
事
に
裏
付
け
、

当
事
者
の
過
失
の
み
を
責
め
て
事
故
処
理

し
て
い
く
体
制
の
限
界
を
示
し
た
。

当
事
例
で
は
自
転
車
側
に
課
題
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
複
合
的
に
安
全
設

計
す
る
人
間
工
学
で
は
一
方
的
に
自
転
車

を
「
危
険
、
無
謀
」
と
責
め
な
い
。
根
本

的
に
はM

edia

環
境
要
因
＝
道
路
イ
ン
フ

ラ
改
善
が
本
質
で
、
解
決
策
は
道
路
管
理

に
あ
る
。
ま
ず
歩
道
と
車
道
の
拡
幅
。
現

場
歩
道
は
途
中
で
消
滅
す
る
不
完
全
な
道

路
構
造
な
の
で
、
車
と
自
転
車
が
安
全
に

並
進
で
き
る
よ
う
に
土
地
確
保
と
拡
幅
が

●
乗
用
車
追
突
ニ
ア
ミ
ス

タ
ク
シ
ー
が
前
方
道
路
左
端
に
駐
車
中

の
白
い
乗
用
車
を
追
い
越
す
直
前
、
合
図

を
出
さ
ず
割
り
込
み
発
進
し
、
追
突
直
前

で
停
車
！（
図
3
）急
停
車
前
後
15
秒
間
の

前
方
映
像
と
速
度
、
前
後
加
速
度
、
制
動

操
作
、
G
P
S
空
間
位
置
の
変
動
記
録
で

あ
る
。
急
停
車
の
2
秒
前
、
相
手
の
車
の

急
発
進
で
停
車
0
・
5
秒
前
0
・
4
G
以

上
の
急
制
動
で
追
突
を
回
避
し
た（
図
4
）。

こ
の
時
の
車
両
相
互
の
位
置
関
係
を

G
P
S
デ
ー
タ
か
らPro-A

tlas

ソ
フ
ト
で

地
図
表
示
。
ニ
ア
ミ
ス
見
取
図
を
作
成
し

た（
図
5
）。
も
し
追
突
事
故
に
発
展
し
て

い
た
ら
、
相
手
の
車
は
急
発
進
前
に
後
方

確
認
す
れ
ば
タ
ク
シ
ー
を
現
認
で
き
た
事

が
立
証
さ
れ
、
交
通
状
況
に
見
合
っ
た
イ

ン
フ
ラ
を
含
む
交
通
環
境
整
備
の
必
要
を

指
摘
で
き
る
と
共
に
、シ
ス
テ
ム
責
任
を
離

れ
て
非
科
学
的
に
両
者
の
過
失
割
合
判
定

に
陥
る
誤
り
が
科
学
的
に
判
る
。
自
車
の

冤
罪
を
未
然
防
止
で
き
る
効
果
は
大
き
い
。

●
生
活
道
路
交
差
点
で

　
自
転
車
と
出
会
い
頭
事
故

早
朝
、
タ
ク
シ
ー
が
生
活
道
路
優
先
側

を
十
字
路
無
信
号
交
差
点
に
向
か
っ
て
走

行
中
、
非
優
先
側
交
差
道
路
を
女
性
の
自

転
車
が
左
右
確
認
も
一
時
停
止
も
せ
ず
進

入
、
衝
突
し
た
（
図
6
）。
映
像
で
は
女
性

は
タ
ク
シ
ー
を
全
く
見
て
い
な
い
。
タ
ク

シ
ー
は
衝
突
1
・
8
秒
前
に
自
転
車
を
発

見
。
急
制
動
も
空
し
く
衝
突
。
衝
撃
で
サ

ン
ダ
ル
が
吹
き
飛
ん
だ
。
女
性
は
転
倒
す

る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
直
ぐ
起
き
上
が
り

（
図
7
）、
運
転
者
が
降
り
て
近
づ
く
と
不

都
合
を
自
覚
し
た
の
か
、
裸
足
で
逃
げ
た
。

デ
ー
タ
分
析
で
、
タ
ク
シ
ー
は
制
限
30
キ

ロ
で
徐
行
。
死
角
で
自
転
車
が
見
え
な
い

交
差
点
進
入
4
秒
前
か
ら
減
速
、
衝
突
速

度
は
15
キ
ロ
。
運
転
者
の
予
測
行
動
と
交

差
路
進
入
時
に
減
速
し
や
す
く
す
る
交
差

路
環
境
整
備
で
被
害
軽
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
が
見
事
に
立
証
さ
れ
た
（
図
8
）。

職
場
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し

た
安
全
運
転
教
育
の
成
果
で
あ
る
と
共
に
、

交
通
環
境
管
理
者
に
よ
る
環
境
整
備
の
必

要
性
を
示
す
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
約
10
万
件
を
分
析
し

た
横
断
的
所
見
で
は
、
出
会
い
頭
事
故
で

は
概
し
て
車
速
が
30
キ
ロ
以
下
な
ら
、
歩

行
者
や
自
転
車
と
衝
突
し
て
も
、
相
手
は

図３　白い乗用車割込みでタクシー急制動

図６　出会い頭事故

早朝（5:29）出会い頭事故、自転車が一時不停止
進入、タクシーが30キロから急停止で衝突。自転
車は衝撃で吹き飛び転倒。

図４　データ事例：割込み急制動

図５　割込み急制動ニアミス見取図
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急
務
で
あ
る
。次
に
交
差
点
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

視
認
性
。
映
像
で
は
ポ
ー
ル
が
異
常
に
高

く
、
十
分
視
認
性
が
確
保
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
道
路
管
理
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

実
は
こ
の
映
像
を
E
U
国
際
人
間
工
学

会
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
E
U
人

間
工
学
者
が
、
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な

道
路
が
東
京
都
心
に
実
在
す
る
こ
と
を

知
っ
て
驚
き
、
質
問
攻
め
に
あ
っ
た
。
曰

く
「
何
故
も
っ
と
早
め
に
住
民
の
理
解
と

協
力
で
土
地
を
収
用
し
道
路
整
備
し
な
い

の
か
？
」。
タ
ク
シ
ー
も
自
転
車
も
、
シ
ス

テ
ム
管
理
に
移
行
で
き
て
い
な
い
行
政
の

犠
牲
者
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
最
近
の
重
大

事
故
か
ら
、
交
通
当
事
者
の
個
人
要
因
に

視
野
を
こ
と
さ
ら
狭
め
た
、
人
的
要
因
に

傾
斜
す
る
古
典
的
見
方
か
ら
脱
却
す
る
必

要
を
痛
感
す
る
。

4
　
ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用
は
、
事
故
減
少
、

事
故
処
理
時
間
と
費
用
削
減
、
安
全
教
育・

訓
練
に
有
効
と
わ
か
っ
た
。
と
は
い
え
、

デ
ー
タ
分
析
は
、
手
動
で
人
間
工
学
視
点

の
映
像
観
察
と
分
類
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

い
わ
ゆ
る
「
デ
ー
タ
洪
水
」
は
共
通
の
実

務
課
題
で
あ
る
。
こ
の
克
服
に
筆
者
ら
は

自
動
車
技
術
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
、

映
像
自
動
仕
分
け
研
究
を
推
進
中
で
、
近

未
来
に
成
果
を
期
待
し
て
い
る
。
昨
今
、

国
内
外
で
自
動
運
転
技
術
開
発
が
活
発
だ

が
、
そ
の
性
能
検
証
に
独
立
系
技
術
と
し

て
走
行
過
程
記
録
の
確
保
が
必
要
で
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
普
及
の
追
い
風
に
な

る
だ
ろ
う
。

安
全
運
転
に
自
信
が
あ
る
運
転
者
は
、

公
私
を
問
わ
ず
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

率
先
導
入
し
、
自
ら
そ
の
効
果
を
立
証
す

る
合
理
性
を
共
有
し
よ
う
。
自
動
車
を
組

織
運
用
す
る
自
治
体
や
事
業
者
の
管
理
責

任
者
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
事
故

現
場
の
当
事
者
責
任
と
す
る
姑
息
な
文
脈

を
脱
却
し
て
、
包
括
的
な
原
因
解
明
を
図

る
社
会
コ
ス
ト
軽
減
に
備
え
た
安
全
投
資

姿
勢
を
示
す
有
力
な
社
会
ツ
ー
ル
と
し
よ

う
。
包
括
的
な
事
故
防
止
対
策
を
図
る
立

場
か
ら
事
故
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
姿
勢

は
、
安
全
文
化
を
支
え
る
万
人
に
期
待
さ

れ
る
必
須
哲
学
で
あ
る
。
安
心
安
全
を
支

え
る
社
会
貢
献
意
識
を
共
有
し
よ
う
。

国
交
省
一
連
の
報
告
書
シ
リ
ー
ズ
「
映

像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載

効
果
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
」
＊2
や
、

神
奈
川
大
学
高
安
心
超
安
全
交
通
研
究
所

（
K
U−

W
I
R
F
）
と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
協
議
会
共
同
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ド
ラ
プ
リ
」（
21−

27
）
＊3
は
、
更
な
る
詳

細
情
報
と
し
て
参
考
に
な
る
。

提
唱
以
来
17
年
目
で
国
が
世
界
初
の
バ

ス
搭
載
義
務
化
を
決
め
た
意
義
は
大
き
い
。

官
民
挙
げ
て
世
界
に
先
駆
け
て
安
全
を
発

信
し
た
い
。

神
奈
川
大
学 

工
学
研
究
所 

客
員
教
授

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
協
議
会 

顧
問

堀
野 

定
雄
（
ほ
り
の 

さ
だ
お
）

昭
和
16
年
生
、
工
学
修
士
。
神
奈
川
大
学
工
学

部
専
任
講
師
、
同
大
工
学
部
准
教
授
を
経
て
平

成
23
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
人
間
工
学
、
経
営

工
学
、
人
類
働
態
学
。
国
土
交
通
省
自
動
車
交

通
局
「
事
業
用
車
両
事
故
要
因
分
析
検
討
委
員

会
」
座
長
（
11
～
25
年
）、
国
土
交
通
省
自
動

車
交
通
局
「
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

の
搭
載
効
果
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
座
長

（
16
～
19
年
）、
警
察
庁
「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

を
活
用
し
た
効
果
的
交
通
安
全
教
育
手
法
に
関

す
る
調
査
研
究
委
員
会
」
座
長
（
19
～
21
年
）

等
を
歴
任
し
、現
在
国
土
交
通
省
自
動
車
局
「
自

動
車
運
送
事
業
に
係
る
交
通
事
故
対
策
検
討

会
」
委
員
を
務
め
る
。

図７　自力で起き上がる�

タクシー運転者：事故処理で降車。自転車運転
者：履物も吹き飛ぶが、自力で起き上がり、運転者
が近づくと逃げた。

図８　データ事例

早朝（5:29）一時不停止で交差点に突っ込んだ
女性の自転車をはねる。時速30キロ。軽傷？

図９　生活道路での父子自転車と
　　　タクシーのニアミス

①
タ
ク
シ
ー
横
を
通
り
抜
け
よ
う
と

す
る

②
あ
ま
り
に
狭
く
て
断
念

③
両
手
で
急
ブ
レ
ー
キ
→
前
輪
ロ
ッ

ク
、
宙
返
り
→
父
子
も
ろ
と
も
地
面

に
た
た
き
つ
け
ら
れ
る
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